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１． モニタリングポストの設置場所の考え方について 

 モニタリングポストの設置場所については，事業許可基準

規則解釈第十九条第２項の規定を満たすため，「日本電気協

会 放射線モニタリング指針」に示されている以下の要求事

項を参考としている。 

日本電気協会 放射線モニタリング指針 

７．２．１ モニタリングポストによる測定 

（１） 地崩れ、洪水などのおそれのないことの他、保守性を

考慮する。 

（２） 地形的に狭隘な場所、コンクリート法面付近のよう

な、バックグラウンド放射線が特殊な場所はできるだ

け避ける。 

（３） 山岳や海岸のように明らかに人が居住しない方向は除

外することができる。 

（４） 風向出現頻度を考慮する。 

（５） 複数の事務所が近接している場合は、設置場所を合理

的に相互調整することができる。 

（６） モニタリングポストは、二式以上設置する。 

 

 上記の指針に基づき，具体的には以下の点を考慮してい

る。 

（１） 敷地における風向出現頻度 

（２） 敷地の地形（丘陵地帯であること及び湖沼が近接して

いること） 
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（３） 保守点検等のアクセス性（寒冷地であり，冬季におけ

る保守点検等を考慮した場合，道路に近接しているこ

とが必要） 

この結果，加工施設の周辺監視区域境界付近において，空

間放射線量率を連続的に測定するために，敷地内で観測され

た風向出現頻度等を考慮して，周辺監視区域境界付近の適切

な場所にモニタリングポストを設置する。  

再処理事業所の風向の出現頻度は東西方向が多いことか

ら、東西方向へ密にモニタリングポストを設置する。 

また，敷地の地形を考慮し，周辺監視区域境界が加工施設

よりも低位置である北側及び東側では，周辺監視区域境界よ

り内側にモニタリングポストを設置する。 

モニタリングポストの設置場所は，巡視や保守点検等のア

クセス性を考慮する。 
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１．１ 敷地における風向出現頻度の考慮 

敷地を代表する地上風の資料を得るため，敷地内の露場

（標高 59ｍ）に観測柱を設置し，地上高 10ｍ（標高 69ｍ）

で風向風速の観測を行った。この観測点は，周囲の障害物の

影響を受けることがなく平坦地で開けており，敷地の地上風

を十分に代表している。 

2013 年４月から 2014 年３月までの１年間の敷地における

観測結果を図１に示す。これらによれば，風向は，５月から

10 月にかけて東寄りの風が多いが，その他の月は年間を通じ

て西寄りの風が多くなっている。 

 

図１ 敷地の風配図（年間） 
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図１ 敷地の風配図（2013 年４月から 2013 年９月） 
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図１ 敷地の風配図（2013 年 10 月から 2014 年３月） 
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１．２ 敷地の地形の考慮 

モニタリングポストは，周辺監視区域境界付近であって，

地崩れ，洪水などのおそれがなく地形的に安定している場所

に設置する。ただし，周辺監視区域境界が加工施設よりも標

高が低く標高差の大きい北側及び東側については，周辺監視

区域境界より内側にモニタリングポストを設置する。敷地の

概況図を図２に示す。 

 

１．３ 保守点検等のアクセス性の考慮 

加工施設は寒冷地にあるため，冬季における巡視，保守点

検等の際のアクセス性を考慮し，道路に近接した場所にモニ

タリングポストを設置する。 
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図２ 敷地の概況図 
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